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要旨

2017年6月 に実施 された南硫黄島の学術調査隊において、初の本格的な土壌動物調査を行

なった。ハン ドソーティング法とツルグレン法を用いた調査を行い、これまでに5綱15目

25科57種 が確認 されているが、この うちの多くの分類群の分類学的検討はこれからである。

今回の調査で初めて発見されたものも多く、目レベルではカニムシ目やナガミミズ目の発見

があった。種 レベルでは、甲虫 目コケムシ亜科の一種は属レベルで新発見の分類群 と考えら

れ、他にもヒメマキムシ科の一種で後翅の退化 した未記載の固有種 と考えられるものが見つ

かっている。群集 レベルでは小笠原諸島と比較すると、陸生等脚類の割合が著 しく低く、ヨ

コエビ目の不在や、ヤスデ 目の種多様性の低 さが注 目される。本島の大型土壌動物は種 レベ

ルでの固有種の存在があり、群集 としても構成 される分類群に偏 りが強 く、種多様 性は低い

ものの小笠原諸島とは異なる特性を持つ特殊なものであることが明らかとなった。

キー ワー ド

海 洋 島、 節 足 動 物 、 ハ ン ドソー テ ィ ン グ法 、 ツ ル グ レ ン法 、 フ トミ ミズ

1.は じめに

原生 自然環境保全地域に指定されている南硫黄島は、これまでに人間の居住の記録がな

く、人為的な撹乱の著しく少ない海洋島である。また、島の出現は3万 年前後までの火山活

動に求められる起源の新 しい海洋島でもある。このような起源の新 しい海洋島において、ど

のような土壌動物群集が形成されているかとい うのは、生態学的にも生物地理学的にも非常
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に興味深い。しかしながら、これまでに本島での土壌動物に注力 した調査は実施 されてこな

かった。過去2回 の学術調査によって、限定的に採取されたサンプル 中より、ササラダニ(青

木、1983;青 木 ・苅部、2008)、 ヤイ トムシ(山 崎、1983)、 ミズムシ(Yamakietal.,2011)の

報告がなされているのみである。このなかで、陸生 ミズムシの発見は注 目すべきものである。

等脚 目ミズムシ亜 目は世界から2200種 以上が記載されているが、そのほぼすべてが水生で

あり、この南硫黄島か ら採集 されたAsellwssp.た だ1種 が例外的に土壌 性の可能性があるも

のとして知 られている(下 村、2016)。今回の調査では本島における大型土壌動物の種組成と

群集構造を調査 し、その特性を明らかにす ることを目的に調査を行った。なお、現在、分類

群ごとのソーティングと計数が終了 した段階であ り、それぞれの分類群についての種同定を

含む分類学的な精査はこれからであるため、本報告は予報 と位置づけ、大型土壌動物群集の

特徴の概要を述べる。

2.方 法

大型土壌 助物の調査は2017年6.月16日 一24日 の問に実施 した。現地調査は佐々木、和

田が担当し、採集、抽出されたサンプルを主に岸本がソーティングして計数を行った。調査

は現地でのハン ドソーティング法による群集の定量的把握 と、動物相調査のための定性的把

握に分けて行った。

2-1.ハ ン ドソーティング(定 量的把握)

お よそ30m×30mの 範 囲 に お いて 、約7㎜ の ス リ ッ トの入 った水 切 りか ご

(30cm×20cm×10cm程 度)を 用いて、AO層 のうち主に落葉層(L層)を ふるい、目視にて大

型土壌動物(主 な対象は節足動物)の 見つけ採 りを使って行った。採取には吸虫管を主に使

用 した。小30m×30mの 範囲内で調査ポイン トが重複しないように数ヶ所を任意に選択 し、

15分 間の調査を3回 繰 り返 した(1回 目をA、2回 目をB、3回 目をCと した)。なお、調査

範囲内での調査ポイン トの選択の時間は15分 間に含めていない。

調査地点は表1に 示 した標高10mか ら900mの 問の6地 点である。

2-2.ツ ルグレン法(定 性的把握)

現地でシフター(円 形 ・直径30cm六 本脚)を 用い、AO層 のうち主に落葉層(L層)を

ふるい、土嚢1袋 分の土壌を持ち帰 り、ツルグレン装置を用いて土壌動物抽出 した。TL-ll

による調査のみふるいを行わず、土壌を直接持ち帰った。抽出は船内及び父島の実験室内で

行った。ツルグレン装置を使用するにあたっては土壌動物が飛散することを避けるため、一

部では昆虫飼育用網室を用いた。

調査地点は表2に 示 した標高30mか ら900mの 問のll地 点である。

上記の他、若干の任意によるハンドソーティングや石起こし等による土壌動物相把握のた

めの採集調査を実施 した。
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2-3.仕 分け(ソ ーティング)及 び同定分析

ハン ドソーティング法で採集 された資料は約80%の エタノール入 り遠沈管チューブに、ツ

ルグレンで抽出された資料は約80%の エタノール入 り広 口瓶に保管 し、これらを実験室内で

双眼実体顕微鏡を利用 して、資料を分類群 ごとに仕分け、計数を行った。現段階では、節足

動物を対象にした計数が終了 したところである。他に線虫、ヒメミミズ類、陸産貝類の資料

があるが、未計数である。ツルグレン法で抽出された中型土壌動物は、抽出残渣 とともに保

管 している。クモ目、ヤスデ 目、ムカデ 目、ワラジムシ 目の詳細な同定は今後、各分類群の

専門家により、行われる予定である。なお、標本は、クモ類は国立科学博物館、昆虫類は神

奈川県立生命の星 ・地球博物館、それ以外の分類群はふ じのくに地球環境史ミュージアムに

て保管する。

3.結 果

3-1.確 認された分類群

調査の結果、現在までのところ5綱15目25科57種 の大型土壌動物が確認されている

(表3)。 また、ツルグレン法による調査のソーティング及び計数については、昆虫綱のみ終

了 している段階で、ハン ドソーティング法による調査を含 めクモ綱、ムカデ綱、ヤスデ綱、

ワラジムシ目は種の検討が未完了である。前回の調査で発見された世界で唯一陸生の可能陸

のあるミズムシ類については、再確認はできなかった。以下に、注目すべき分類群について

の所見を記す。

・サワダムシ属?の 一種orientzomus?sp .

小笠原諸島か らはサワダムシorientzomussawadaiが 知られている。南硫黄島に生息する

種が小笠原諸島と同種とすべきものであるかどうかについては、今後の検討が必要である。

510mよ り上方で確認されている。

・フサ ヤ ス デ 目の 一 種LithobiumorphaFam .Gen.etsp.

ヤ ス デ 綱 で 唯 一 確 認 され た 種 ハ ン ドソー テ ィ ン グ調 査 で は標 高10mの ク サ トベ ラ帯 以

外 のす べ て の 地 点 で 確 認 され 、 個 体数 も比 較 的 多 か っ た。

・カ ニ ム シ 目の 一 種PseudoscorpoonidaFam .Gen.sp.

これ ま で 南 硫 黄 島 か らの カ ニ ム シ 目の 記 録 は な く、今 回 の調 査 で 初 めて 確 認 され た 。510m

よ り上 方 で 確 認 され て い る。

・モ リワラジムシ属の一種Bunuoniscussp .

小笠原諸島にはアジアモ リワラジムシBurmonis(mshathmandiusが 生息 している。今回の調

査で南硫黄島か ら初めて確認された。今回得られた個体がアジアモ リワラジムシであるかど

うかについては、今後の検討が必要である。標高10mの クサ トベラ帯の土壌から確認され
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た 。

昆 虫綱 の 中で 今 回 が 初 記 録 とな る もの と して 、シ マ ツ チ ケ シ ハ ネ カ クシz]b7ctioninsulicola、

コ ケ ム シ亜 科 の 一 種ScydmaeninaeGen.etsp.、 ホ ソシ リグ ロハ ネ カ ク シAstenusleptocerus、 コ

ガ シ ラ ホ ソハ ネ カ ク シ属 の 一 種Diochussp.、 ヤ コブ ソン ム シ科 の一 種Derolathrusatomus?、

ヒ メマ キ ム シ科 の 一 種Mumfordia?sp.、 ヒメ コ キ ノ コ ム シ科 の 一 種Litargzessp.、 ウ ロ コア リ

属 の一 種StTumigenyssp.が 挙 げ られ る。 これ らに つ い て は 、本 報 告 書 中 の 昆 虫 の報 告 に記 載

され て い るの で(森 ほか 、 印 刷 中)、 参 照 の こ と。

特 に コケ ム シ亜 科 の 一 種 につ い て は 、複 眼 も後 翅 も退化 す る等 の 特 徴 を持 ち 、お そ ら く属

レベ ル で 新 発 見 の 分 類 群 で あ る。 ま た 、 ヒ メマ キ ム シ 科 の 一種Mumfordia?spも 後 翅 が 退化

して い る本 島 に 固有 の 可 能 性の 高 い 種 で あ る。

・クロシオノメイガ?(幼 虫)ErpispaCiJt7calisiwOjimensis?

メイガ科の幼虫で、おそらくクロシオノメイガと考えられる。植食性の昆虫で、厳密にい

えば土壌動物ではないが、ハン ドソーティング法では標高30mの クサ トベラ帯を除くすべ

ての地点で、ツルグレン法では標高890mの ハチジョウススキ帯及び900mの 森林以外のす

べての地点か ら確認されてお り、バイオマスとしては大きなものと考えられ、土壌動物群集

にも影響を与えているものと考えられる。

・ナガ ミミズ目フ トミミズ科の一種HaplotaxidaMegascolecidaeGerLsp .

300m地 点、450m地 点、750m地 点の任意採集で合計4個 体が確認されている。本島から

のフ トミミズ類 の確かな記録ははじめてとなる。一般的にフ トミミズ類 は海洋島には生息し

ない と言われてお り、今回の発見は生物地理学的にも興味深いものである。今回得 られた個

体は幼体であり、種の同定は困難であると考えられる。

3-2.ハ ン ドソーティング法

ハン ドソーティング法では40分 類群898個 体の大型土壌動物が確認 された(表4)。 この

うちクモ 目については、種分けはまだ完了してお らずクモ 目の複数種 として扱ってお り、種

数は増えることが確実である。全6か 所の調査区で得られた大型節足動物をすべて合計した

ものを目レベルで分類群ごとに見てみると、クモ 目が最も多 く395個 体(44.0%)、 続いてヤ

スデ 目166個 体(18.5%)、 以降、ムカデ 目99個 体(ll.0%)、 チョウ目45個 体(5.0%)、 甲

虫目43個 体(4.8%)、 ハチ 目42個 体(4.7%)と 続いた。

3-3.ツ ルグレン法

ツルグレン法で得 られた試料の うち、これまでにソーティング及び計数が終了したのは昆

虫綱のみであるが、10目41分 類群663個 体が確認された(表5)。 全llか 所の調査区で得

られた個体をすべて合計 したものを目レベルで分類群ごとに見てみると、最も個体数の多か

ったのが、ハエ 目が287個 体(43.3%)で 、続いて甲虫目161個 体(24.3%)、 ハチ 目137個

体(20.7%)、 チ ョウ目52個 体(7.8%)、 ハサ ミムシ目13個 体(2.0%)。 ハン ドソーティング
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法では確認できず、ツルグレン法のみで確認 されたものとして、ハサミコムシ上科の一種、

ヒメツチカメムシ、ナガカメムシ科の一種、ツブエンマムシ属?の 一種、ムクゲキノコムシ

の一種、カレキハネカクシ族の一種、コケムシ亜科の一種、ナンヨウニセツツマグソコガネ、

オガサワラツヤケシコメツキ?(幼 虫)、ヤコブソンムシ科の一種、ヒメマキムシ科の一種、

ヒメキノコムシの一種、キクイゾウムシの一種2が 挙げられる。

3-4.小 笠原群島との比較

今回の調査結果を父島 ・母島での青木 ・原 田(1978)と 比較すると、ワラジムシ目(等 脚

目)及 びヨコエビ目(端 脚 目)を 含む甲殻綱の少なさが際立つ。本島ではワラジムシ目はモ

リワラジムシ属の一種が少数確認されたのみで、ハン ドソーティングで得 られた全大型土壌

動物に占める割合はわずか05%で 、青木 ・原 田(1978)の 報告で、父島 ・母島からのワラジ

ムシ目の割合が73.9%を 占めていたのと対照的である。また、父島 ・母島で9.6%を 占めてい

た ヨコエ ビ目は本島からは確認 されなかった。一方、ハン ドソーティングの結果はクモ綱、

ヤスデ綱の割合が多いことが指摘できる。なお、ヤスデ綱はフサヤスデ目の一種のみであっ

た。
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SUMMARY

Preliminary study of soil macrofauna on Minami-Iwo-To Island 
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In June 2017, we conducted the first intensive soil fauna survey on Minami-Iwo-To Island. Using 

the hand sorting method and a Tullgren funnel, we have so far found 57 species belonging to 25 families, 

15 orders, and 5 classes, with ongoing species identification still being performed in many of these taxa. 

Many taxa were discovered for the first time in this survey. Pseudoscorpiones and Haploxenida were new 

records on the order level from this island. We found unique and endemic species of Scydmaenid beetles 

and Lathridid beetles. At the community level, compared to the Ogasawara Archipelago, the ratio of 

terrestrial isopods was low, amphipods were absent, and the species diversity of diplopods was low. The 

taxa of soil macrofauna on this island were strongly biased, with low species diversity compared to 

macrofauna in the Ogasawara archipelago.

Key words 

Arthropoda, Hand sorting method, Oceanic islands, Tullgren, Megascolecidae.
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表1.ハ ン ドソー テ ィ ン グ法 に よ る調 査 を 実施 した 地 点 の概 要.

Table1.SummaryofstUdyplotswhichweresurveyedbyhandsortingmethod.

PbtNo.標 高(m)緯 度 経度 植生等 調 査 日

HS-Ol

HS-02

HS-03

HS-04

HS-05

HS-06

1024.22759

3024.22792

51024.23056

59024.23082

75024.23223

90024.23492

141.46866ク サ トベ ラ 帯

141.4687ア カ テ ツ 林

141.45893コ ブ ガ シ 林(下 層:シ マ オ オ タ ニ ワ タ リ)

141.45994コ ブ ガ シ 林(下 層:シ マ オ オ タ ニ ワ タ リ)

コ ブ ガ シ 、 マ ル ハ チ 、 ナ ン バ ン カ ラ ム シ 、141
.46152

ハ チ ジ ョ ウ ス ス キ 、 シ マ オ オ タ ニ ワ タ リ

141.46364コ ブ ガ シ 林(下 層:シ ダ 類 、 ス ゲ 類)

6/24

6/24

6/16

6/20

6/21

6/21

表2.ツ ル グ レ ン法 に よ る調 査 を 実施 した 地 点 の概 要.

Table2.SumrriaryofstudyplotswhichweresurveyedbyTullgrenfunnel.

PlotNo.標 高(m緯 度 経度 植生等 採 取 日

TL-Ol

TL-02

TL-03

TL-04

TL-05

TL-06

TL-07

TL-08

TL-09

TL-10

TL.ll

3024.22792

30024.22792

51024.23043

51024.23056

59024.23082

75024.23223

90024.23492

90024.23511

89024.23482

89024.23447

90024.23428

141.4687ア カ テ ツ 林

タ コ ノ キ 他141
.4687(山 側 の 岩 棚 か ら淡 水 の 染 み 出 し)

草 地141
.45908(シ ダ 類

、 チ ヂ ミ ザ サ 、 ナ ン バ ン カ ラ ム シ)

141.45893コ ブ ガ シ 林(下 層:シ マ オ オ タ ニ ワ タ リ)

141.45994コ ブ ガ シ 林(下 層:シ マ オ オ タ ニ ワ タ リ)

コ ブ ガ シ 、 マ ル ハ チ 、 ナ ン バ ン カ ラ ム シ 、141
.46152

ハ チ ジ ョ ウ ス ス キ 、 シ マ オ オ タ ニ ワ タ リ

141.46364コ ブ ガ シ林(下 層:シ ダ 類 、スゲ類)

141.46421ト キワイヌビ ワ林(下 層:シ ダ 類 、トキワイヌビワ実 生)

141.46397エ ダ ウチヘ ゴ林(下 層:シ ダ類 、スゲ類)

141.46386ハ チジ ョウススキ 帯

エ ダ ウ チ ヘ ゴ 、 オ ガ サ ワ ラ モ ク マ オ 、141
.46367 トキ ワ イ ヌ ビ ワ 層:シ ダ 粕 ス ゲ 粕

6/17

6/22

6/22

rO

l

l

∩∠

/

/

rO

rO

6/21

6/21

6/21

6/21

6/21

6/21
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表3.大 型土壌動物調査で確認された分類群 リス ト.

Table3.Taxonomiclistofthesoilmacrofaunaf()undinthissurvey.

綱 目 科 分類群 taxon

クモ綱 ヤイ トムシ 目 ヤイ トムシ科

クモ 目

カニムシ 目

ヤスデ綱 フサヤスデ 目

ムカデ綱 イシムカデ 目

甲殻綱

昆虫綱

ワラジムシ 目

コムシ 目

ゴキブ リ目 ゴキブ リ科

バ ッタ 目 カネ タタキ科

ハサ ミムシ 目 ハサ ミムシ科

カジ リムシ 目

カメムシ 目

甲虫 目

ハ エ 目

チ ョ ウ 目

ハ チ 目

ウンカ科

マキバサシガメ科

ツチカメムシ科

ナガカメムシ科

エ ンマムシ科

サ ワダムシ属?の 一種

クモ 目の複数種

カニ ムシ目の一種

フサヤ スデ 目の一種

イ シムカデ 目の一種

ジムカデ 目の一種

モ リワラジムシ属の一種

ハサ ミコムシ上科の1種

コワモ ンゴキブ リ(幼 虫)

カネ タタキの一種(幼 虫)
コヒゲジロハサ ミムシ(幼 虫)

チ ャタテ ムシの一種

チ ャタテ ムシの複数種(幼 虫)

サ ッポロ トビウンカ近似種

ミナ ミマ キバサ シガ メ

ヒメツチカ メム シ

ナガカ メムシ科の一種

カ メムシ目(幼 虫)

ツブエ ンマ ムシ?の 一種

ム クゲ キ ノ コム シ 科 ム ク ゲ キ ノ コム シの 一 種

ハネカ クシ科

コガネムシ科

コメツキムシ科

ヤ コブ ソンムシ科

ミジンムシ科

ヒメマキムシ科

コキ ノコムシ科

ゾゥム シ科

ユス リカ科

チ ョウバエ科

コクロヒゲブ トハネカ クシ?

シマ ケシツチハネカ クシ

カ レキハネカ クシ族の一種

ヒゲ ブ トハネカ クシ亜科(幼 虫)

コケ ムシ亜科の一種

ホ ソシリグロハネカ クシ

コバネ ヒメクビボ ソハネカ クシ

コガ シラホ ソハネカ クシ属の一種

チ ビカクコガ シラハネカ クシ

ナ ンヨウニセ ツツマ グソコガネ

Orientzo〃lus?sp.

ArachnidaFam.Gen.etspp.

PseudoscorpionidaFamGen.etsp.

PolyxenidaFam.Gen.etsp.

LithobiumorphaFamGen.etsp.

GeophilomorphaFam.Gen.etsp.

Bur〃toniscussp.

Japygo並daeGen.sp.

Periplanetaaustralasiae

Ornebiussp.

Euborelliaannulipes

PsocopteraFam.Genetsp.

PsocopteraFamGenetspP.

こi瓦kanodes?sp.

ノVabiskingbergii

Geostomuspアgmaeus

LygaeidaeGen.etsp.

HenipteraFam.Genetspp.

Bacaniussp.

」Ptine〃αsp.

.41eocharaparens

D∫cリノoninsulicola

HomalotiniGen.sp.

Aleocha血aeGen.sp.

ScydmaeninaeGen.etsp.

Astenusleptocerus

Scopaeusvirilヴfor〃tis

I)iochussp.

PhilonthUSdiscoideUS

.4taeniuspacPticus

オ ガ サ ワ ラ ツヤ ケ シ コメ ツキ?(幼 虫)Megapenthesmakiharai

ヤ コブソンムシ科の一種

ミジンムシ科の一種

ヒメマ キムシ科の一種

ヒラタムシ上科の一種(幼 虫)

ヒメコキノコム シの一種

キクイ ゾウムシの一種1

キクイ ゾウムシの一種2

ユス リカ科の複数種

チ ョウバエ科の一種

タマバエ科の一種

クロバネ キノコバエ科の一種

シ ョ ウジ ョ ウバ エ 科 シ ョウ ジ ョ ウバ エ 属 の 一 種?(蝋)

ヒロズ コガ科

ツ トガ科

ア リ科

貧毛綱 ナガ ミミズ 目 フ トミミズ科

有弁翅亜節(幼 虫)
ハエ 目の複数種

ヒロズコガ科?(幼 虫)

クロシオ ノメイガ?(幼 虫)

チ ョウ目(幼 虫1)

チ ョウ目(幼 虫2)

コバチ上科?(複 数種)

ケブ カハ リア リ

ニセハ リア リ属

オオ シワア リ

クロヒメア リ

ウロコアリ属の一種

ケブ カア メイ ロア リ

イオ ウヨツボ シオオア リ

フ トミミズ科の一種

DerolathrUSato〃IUS?

Glaeoso〃za?sp.

Mμ 吻 ～)rdia?sp.

CucujoideaFam.Genetsp.

Litargussp.

CossoninaeGenetsp.l

CossonillaeGenetsp.2

ChironomidaeGen.etspp.

PsychodidaeGenetsp.

Cecidomy五daeGen.etsp.

Sc恰ridaeGen.etsp.

1)ros(～ρhililasp.

CalypteraFam.Genetsp.

D虹)teraFamGenetspp.

T血eidae?Gen.sp.

Eη フispaCificalisiwOjimensis?

LepidopteraFam.Genetsp.l

LepidopteraFamGenetsp.2

Chalcidoidea?Gen.spp.

Trachymesopuspilosior

Hyp(～ ρonerasp.

Tetramoriumbicarinatum

Monomoriumchinense

Strumigenアssp.

1)aratrechinaα 〃tia

Camponotusiwoensis

MeascolecidaeGen.s.
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表4.ハ ン ドソーティング法により確認された分類群 リス ト.

Table4.Listoftaxacollectedbyhandsortingmethod.

分類群 taxon
HS-OlHS-02HS-03HS-04HS-05HS-06

ABCABCABCABCABCABC

サワダムシ属の一種

クモ目の複数種

カニムシ 目の一種

フサヤスデ目の一種

イシムカデ目の一種
ジムカデ 日の一種

モ リワラジムシ属の一種

コワモ ンゴキブ リ(幼 虫)

カネタタキの一種(幼 虫)
コヒゲジロハサ ミムシ(幼 虫)

カジリムシ目の一種

チャタテムシの複数種(幼 虫)

サッポロトビウンカ近似種

ミナミマキバサシガメ

ナガカメムシ科の一種

カメムシ 目(幼 虫)
コクロヒゲブ トハネカ クシ?

シマケシツチハネカクシ

カ レキハネカクシ族の一種

ホソシリグロハネカクシ

コバネ ヒメクビボ ソハネカクシ

チビカクコガシラハネカクシ

同上(幼 虫)
ミジンムシ科の一種

キクイ ゾウムシの一種1

クロバネキノコバエ科の一種

同上(幼 虫)

有弁翅亜節(幼 虫)
同上(蠕)

ハエ目の複数種(幼 虫)

同上(蠕)
ヒロズコガ科?(幼 虫)

クロシオノメイガ?(幼 虫)

チ ョウ目(幼 虫1)

チ ョウ日(幼 虫2)

ケブカハ リアリ
ニセハ リアリ属

オオシワア リ

クロヒメア リ

ケブカアメイロア リ

7万thアreussp.

ArachnidaFamGen.etspp.

PseudocorpionidaFam.Gen.etsp.

PolyxenidaFam.Gen.etsp.

LithobiumorphaFam.Gen.etsp.

Geoph皿omo甲haFamGen.etsp.

Burmoniscussp.

Peripla〃etaaustralasiae

Ornebiussp.

伽 わoアθ〃彪 α朋 配'ies

PsocopteraFamGenetsp.

PsocopteraFam.GenetspP

Unkanodes?sp.

Nabiskingbergii

LygaeidaeGen.etsp.

Hemi[}teraFam.Genetspp.

Aleoeharaparens?

Dictγo〃insulicola

Ho㎜lot血iGen.sp.

Astenus妙toeerus

Scopaeusviriltfo禰 ∫

1)hilonthUSdiscoideus

Glaeosoma?sP

CossoninaeGenetsp.l

Sc血ridaeGen.etsp.

CalypteraFam.Genetsp.

DlpteraFam.Genetspp.

T血eidae?Gen.sp

Erpispacificalisどw(ijimensis?

LepidopteraFamGenetspl

LepidopteraFam.Genetsp.2

Traehymesopuspilosior

/Yypo1フonerasp.

Tetramoriumわ たarinatum

Monomoriumchinense

Paratrechinaα η加

1

23924524129114

4

2

1

11

10117

1

1

1

21

1

1
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1
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3
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表5.ツ ルグレン法によって抽出された昆虫類の分類群 リス ト.

Table5.ListofinsecttaxacollectetedbyTullgrenfimnel.

分類群 taxa TL-01TL-02TL-03TL-04TL-05TL-06TL-07TL-08TL-09TL-10TL-11

ハサ ミコ ムシ上科 の1種

コ ワモン ゴキブ リ(幼 虫)

カネ タタ キの一種(幼 虫)

コ ヒゲジ ロハサ ミム シ(幼 虫)

カ ジ リム シ目の一 種(幼 虫 ・複 数種)

ヒ メツチカ メム シ

ナ ガカメ ムシ科 の一種

ツ ブエンマ ムシ?の 一種

ム クゲキ ノコム シの一種

コ クロ ヒゲブ トハ ネカ クシ?

シマ ケシ ツチハ ネカ クシ

カ レキハ ネカ クシ族の一 種

ヒゲブ トハ ネカ クシ亜科(幼 虫)

コバ ネ ヒメク ビボソハ ネカ クシ

同上?(幼 虫)

コガ シラ ホソハネ カ クシ属の 一種

チ ビカク コガ シラハネ カク シ

同上?(幼 虫)

コケ ムシ亜 科の一 種

ナ ンヨ ウニセツ ツマ グソコガ ネ

同上?(幼 虫)

Japygo五daeGen.sp.

Pθ吻'α'ietaaustralasiae

Ornebiussp.

Eu加re〃iaannulipes

PsocopteraFam.Genetsp.

Geostomus〃gmaeus

LygaeidaeGen.etsp.

Bacaniussp.

Ptine〃 αsp.

Aleocharaparens

D'αyo〃'〃 ∫〃'co!α

Ho㎜10t血i(弛n.sp.

AleocharjnaeGen.sp.

Scopaeus曜'Uformis

Diochussp.

Philontht`Sdiscoidet`∫

Scydmaenh】aeGen.etsp.

Atαeniuspacificus

オガ サワ ラツヤ ケシ コメツ キ?(幼 虫)Megapenthesmakiharai

ヤ コブ ソンムシ科 の一種

ミジンム シ科の一 種

ヒ メマキ ムシ科 の一種

ヒラタム シ上科 の一種(幼 虫)

ヒメコキ ノコム シの一種

キ クイゾ ウム シの一種1

同上(蝋)

キ クイゾ ウムシ の一種2

ゾ ウムシ科?(幼 虫)

.甲 虫目(幼 虫)
ユ ス リカ科 の複数 種

同上(幼 虫)

チ ョウバエ 科の一 種

タマ バエ科 の一種

ク ロバネ キノ コバ エ科 の一種

同上(幼 虫)

シ ョウジ ョウバエ 属の一 種?(蠕)

有弁 翅亜節(幼 虫)

同上?(虫 甫)
ハエ 日の複 数種

同上(幼 虫)

同上(蝋)

ヒロズコ ガ科?(幼 虫)

ク ロシオ ノメイ ガ?(幼 虫)

コバ チ上科?(複 数種)

ケブ カハ リア リ
ニセ ハ リア リ属

オオ シワ ア リ

ク ロヒメ ア リ

ウ ロコア リ属の一 種

ケブ カア メイ ロア リ

イ オウ ヨツボ シオオア リ

Derolathrusato〃tus?

Glaeosoma?sp.

ハf㍑耀ゾbrdia?sp.

CucψideaFamGenetsp.

Litargussp.

Cossoninae(記netsp.1

CossoninaeGenetsp.2

Curculionidae?Gen.etsp.

ColeopteraFam.Genetsp.

ChironomidaeGen.etspP.

PsychodidaeGenetsp.

Cecidolny五dae(沁n.etsp.

Sc泊ridaeGen.etsp.

Drosophililasp.
CalypteraFam,Genetsp.

Dij)teraFam.GenetspP.

T血eidae?Gen.sp.

Erpispacificalisiwq/imensis?

Traehy〃les(～puspitosior

1加oponerasp.

Tetramoriumbicarinatum

Monomoriumch'〃e〃 ∫θ

Strumigenyssp.

Paratrechinaα 〃lia

Camonotus'woθ,窟 ∫
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